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早急な原因究明を早急な原因究明を
10
月
18
日
に

調
布
市
で
発
生

し
た
道
路
陥
没

は
、
直
下
の
東
京

外
か
く
環
状
道

路
本
線
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
原
因

で
は
な
い
か
と

み
ら
れ
て
い
る
。

高
速
道
路
建

設
促
進
を
重
要

項
目
と
し
て
活

動
し
て
い
る
全
国
高
速
自
動

車
道
市
議
会
協
議
会
の
神
野

義
孝
会
長
（
御
殿
場
市
議
会

議
長
）
は
1２
月
７
日
、「
本
協

議
会
は
我
が
国
の
高
速
道
路

網
の
一
刻
も
早
い
完
全
整
備

を
要
望
し
て
い
る
が
、
そ
の

建
設
に
際
し
て
は
地
域
住
民

の
安
全
安
心
が
最
優
先
で
あ

る
」
と
し
て
①
早
急
な
原
因

究
明
②
住
民
の
不
安
払
拭
の

め
の
丁
寧
な
説
明
、
自
治
体

と
の
緊
密
な
情
報
共
有
―
な

ど
を
赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
相
、

東
日
本
高
速
道
路
に
要
請
し

た
。【要

請
文
は

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
】

神野会長
（御殿場市）
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自
民
、
公
明
両
党
は
1２
月

10
日
、
令
和
３
年
度
税
制
改

正
大
綱
を
決
定
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

広
が
る
中
、
土
地
所
有
者
の

負
担
抑
制
の
た
め
固
定
資
産

税
を
今
年
度
税
額
に
据
え
置

く
。
自
動
車
税
の
環
境
性
能

割
や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
で
利

用
者
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ

る
。税

収
減
と
な
る
地
方
は
環

境
性
能
割
な
ど
に
よ
る
影
響

額
を
国
費
で
補
て
ん
を
受
け

る
が
、
地
域
に
応
じ
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
一
般
財

源
総
額
の
充
実
確
保
が
不
可

欠
と
し
て
、
本
会
は
引
き
続

き
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の

構
築
を
求
め
て
い
く
方
針
だ
。

今
回
の
税
制
改
正
で
地
方

に
と
っ
て
最
大
の
焦
点
は
固

定
資
産
税
と
、
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

の
扱
い
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
土
地
に
か
か

る
固
定
資
産
税
は
、
税
額
が

増
え
る
可
能
性
が
大
き
い
と

し
て
、
商
業
地
だ
け
で
な
く

宅
地
も
含
め
軽
減
措
置
を
求

め
る
声
が
上
が
り
、
本
会
な

ど
は
「
固
定
資
産
税
は
市
町

村
財
政
を
支
え
る
最
も
重
要

な
基
幹
税
。
安
定
的
な
税
収

確
保
に
向
け
た
特
段
の
配

慮
」
を
強
く
求
め
て
い
た
。

大
綱
に
よ
る
と
、
今
年
１

月
１
日
の
地
価
公
示
価
格
を

基
準
に
実
施
す
る
３
年
に
一

度
の
「
評
価
替
え
」
の
結

果
、
税
額
計
算
が
上
が
る
商

業
地
、
宅
地
な
ど
す
べ
て
の

土
地
に
つ
い
て
、
今
年
度
税

額
に
据
え
置
き
、
下
が
る
場

合
は
税
額
を
下
げ
る
。
こ
の

負
担
軽
減
策
は
令
和
３
年
度

限
り
の
「
特
別
な
措
置
」
と

す
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
途
、

「
税
負
担
の
公
平
性
、
市
町

村
の
基
幹
税
で
あ
る
固
定
資

産
税
の
充
実
確
保
の
観
点
か

ら
、
負
担
調
整
措
置
の
あ
り

方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

を
行
う
」
と
し
た
。

今
年
度
末
で
期
限
が
切
れ

る
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
軽
減
措
置

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
末

ま
で
９
カ
月
延
長
し
、
新
た

な
２
０
３
０
年
度
燃
費
基
準

の
下
で
税
率
区
分
を
見
直
す
。

延
長
に
伴
う
減
収
額
は
、

地
方
特
例
交
付
金
に
よ
り
全

額
、
国
費
負
担
す
る
。

環
境
性
能
割
は
、
自
動
車

購
入
額
の
１
～
３
％
を
燃
費

に
応
じ
て
課
税
す
る
制
度
。

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

１
％
分
割
り
引
く
軽
減
措
置

が
１
年
限
り
で
導
入
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
加
わ
り
、
今
年
度

末
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
た
。

本
会
は
環
境
性
能
割
に
つ

い
て
、
更
な
る
軽
減
措
置
の

延
長
は
行
わ
な
い
よ
う
求

め
、「
万
一
、
延
長
す
る
場

合
は
地
方
税
の
減
収
分
に
対

し
、
国
費
に
よ
る
補
て
ん
措

置
を
必
ず
講
じ
る
」
よ
う
要

望
し
て
い
た
。
ま
た
、
適
用

区
分
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
税
制
の
グ
リ
ー
ン
化
機

能
を
維
持
・
強
化
す
る
観
点

か
ら
、
基
準
の
切
り
替
え
と

重
点
化
を
求
め
て
い
た
。

第
６
回
防
災
推
進
国
民
会

議
が
1２
月
15
日
、
首
相
官
邸

で
開
催
。
本
会
か
ら
は
野
尻

哲
雄
会
長
（
大
分
市
議
会
議

防災推進国民会議の模様
（写真提供＝首相官邸）

固
定
資
産
税
据
え
置
き

車
環
境
軽
減
は
９
カ
月
延
長

令和 3 年度
与党税制大綱

長
）
が
リ
モ
ー
ト
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
菅

義
偉
内
閣
総
理
大
臣
は
令
和

２
年
７
月
豪
雨
の
被
災
者
へ

の
追
悼
と
お
見
舞
い
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
頻
発
・
激
甚

化
す
る
災
害
対
応
へ
の
協
力

を
求
め
る
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

会
議
で
は
防
災
推
進
国
民

会
議
の
今
後
の
活
動
方
針
に

つ
い
て
決
定
し
た
ほ
か
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
や
構
成
団
体

等
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
大
綱
で
は
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
13
年
間
受

け
ら
れ
る
所
得
税
・
個
人
住

民
税
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、

適
用
条
件
で
あ
る
入
居
期
限

を
令
和
４
年
末
ま
で
２
年
間

延
長
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
う
ち
、
個
人
住
民
税

は
、
前
年
分
の
所
得
税
で
控

除
し
切
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
、
翌
年
度
の
個
人

住
民
税
で
税
額
控
除
す
る
仕

組
み
。
２
年
延
長
に
よ
る
地

方
減
収
分
は
国
費
で
補
て
ん

す
る
。
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新
庁
舎
落
成結城市役所新庁舎

（写真提供＝結城市）
議場

（同左）

▽
結
城
市
（
茨
城
県
）

〒
３
０
７
―
８
５
０
１

結
城
市
中
央
町
２
―
３

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
５
階
。
議

場
は
、
高
級
絹
織
物
「
結
城

紬
」
の
反
物
を
干
し
て
い
る

風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
線

主
体
の
構
造
。
シ
ン
プ
ル
な

中
に
も
結
城
な
ら
で
は
の
デ

ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

近こ
ん
ど
う
て
つ
お

藤
哲
男
氏
（
所
沢
市

議
会
議
長
）
11
月
２9
日
逝

去
、
７1
歳
。
葬
儀
は
1２
月
10

日
、
市
内
で
執
り
行
わ
れ
た
。

喪
主
は
妻
の
和
子
さ
ん
。

訃  

報

長
谷
川
議
長
の
話

長
谷
川
議
長
の
話

最終回

部
会
長
市
紹
介

部
会
長
市
紹
介

市　章

青

森

市

青

森

市

長谷川章悦 議長

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
２７
万
８
６
０
７
人

（
令
和
２
年
1２
月
１
日
）

▽
面
積　
８
２
４
・
6２
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
江
戸
時
代

の
東
北
二
大
街
道
、奥
州
、羽

州
両
街
道
の
発
着
地
に
当
た

り
、
昔
か
ら
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
て
き
た
。
明
治
31

年
４
月
市
制
施
行
。
平
成
1７

年
4
月
に
旧
浪
岡
町
と
合
併

し
、
現
在
の
市
に
。
同
18
年

10
月
中
核
市
移
行
。
令
和
元

年
11
月
連
携
中
枢
都
市
宣
言
。

翌
1２
月
青
森
圏
域
連
携
中
枢

都
市
圏
形
成
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
「
青
」の
字
を

模
擬
し
て
市
章
を
作
成
し
た
。

見
を
聞
く
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
年
末
ま
で
実
施
し
た
。

上
部
の
「「
龶龶」は
、
」は
、
北
斗
七
星

に
な
ぞ
ら
え
、
星
印
の
７
つ

の
突
角
で
表
し
て
青
森
が
本

州
の
北
端
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
。
下
部
「
月
」
は
、
丸

い
月
を
そ
の
ま
ま
円
で
表
現

し
た
。
市
の
木
は
「
あ
お
も

り
と
ど
ま
つ
」。
市
の
花
は

「
は
ま
な
す
の
花
」、
市
の
鳥

は
、
り
ん
ご
園
を
中
心
に
生

息
す
る
ふ
く
ろ
う
。
市
の
昆

虫
は
ホ
タ
ル
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

35
人
（
現

在・男
性
２8
人
、
女
性
７
人
）

▽
前
回
選
挙　
平
成
30
年
10

月
２8
日
。
立
候
補
39
人
。
投

票
率
41
・
41
％
（
令
和
２
年

11
月
１
日
補
欠
選
挙
）　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民

と
触
れ
合
う
「
議
員
と
カ
ダ

る
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
き

た
が
、
令
和
２
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
断
念
。
代
わ

り
に
市
政
・
市
議
会
へ
の
意

八甲田の樹氷
（写真提供＝青森市）

狛
江
市
は
11

月
２２
日
、
議
会

本
会
議
場
を
市

民
の
結
婚
式
場

と
し
て
活
用
し

た
。
石
井
功
議

長
、
松
原
俊
雄

市
長
も
挙
式
に

参
列
、
同
意
案
件
の
審
議

と
い
う
模
擬
議
会
の
趣
向

も
凝
ら
し
た
。

市
制
施
行
50
周
年
の
記

念
事
業
で
企
画
。「
い
い（
11
）

夫
婦（
２２
）」
の
ご
ろ
合
わ

せ
で
こ
の
日
を
選
び
、議
場

挙
式（
無
料
）の
希
望
者
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、市
在
住
の

カ
ッ
プ
ル
が
応
募
し
た
。

市
長
に
よ
る
「
婚
姻
」

案
件
の
提
案
理
由
説
明
や
、

議
員
席
に
座
っ
た
友
人
達

と
の
間
の
質
疑
も
あ
り
、

最
後
は
投
票
で
の
同
意
採

決
と
い
う
演
出
が
さ
れ
た
。

令
和
元
年
の
台
風
19
号

被
災
時
に
議
場
を
避
難
所

と
し
て
開
放
し
た
同
市
議

会
。
新
た
な
議
場
活
用
策

と
な
っ
た
こ
の
企
画
に
つ

い
て
、
石
井
議
長
は
「
令

和
3
年
も
是
非
、
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

（写真提供＝狛江市）

「「模擬議会模擬議会」 」 結婚式結婚式
狛江市狛江市

本
市
は
、
青
森
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
八
甲
田
連

峰
や
陸
奥
湾
な
ど
の
美
し
い

自
然
に
囲
ま
れ
、
四
季
折
々

の
景
観
や
、
り
ん
ご
、
カ
シ

ス
、
ナ
マ
コ
や
ホ
タ
テ
な
ど

豊
富
な
食
材
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
ま
た
、
地
酒
で
あ

る
「
田
酒
」
が
有
名
で
す
。

夏
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る
火

祭
り
で
あ
る
「
青
森
ね
ぶ
た

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。三
内

丸
山
遺
跡
・
小
牧
野
遺
跡

な
ど
と
い
っ
た
文
化
や
歴
史

な
ど
も
有
し
て
お
り
、「
北
海

道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た

縄
文
遺
跡
群
」
と
し
て
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
御
来
訪
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

八や
ぎ
た
か
あ
き

木
高
明
氏
（
姫
路
市

議
会
議
長
）
1２
月
２1
日
逝

去
、
７8
歳
。
告
別
式
は
1２
月

２3
日
、
市
内
で
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
長
男
の
精
吾
さ

ん
。


